



   協働研究の歩みと今後の展望


















  1   附属学校園設置の歴史的経緯と現状
 附属学校園は明治6年に東京師範学校に小学校が創設されたのが口嵩矢である。その目的は師範学校
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   附属学校が大学・学部の組織の一部であるという認識が薄いこと。
  ④附属学校の教員数は、「公立義務教育諸学校の学級編成及び教職員定数の標準に関する法律」に定める標準数ぎりぎ
   りであり、かっ、1学級当たりの児童、生徒数が40人となっていることから、附属学校の側が協力する余裕に乏し
   いこと。
 以上の指摘を踏まえて報告書では、最後に総括的に「附属学校の在り方」として以下のような提案がな
されている。
     ①附属学校は大学・学部に附属するものであり、大学・学部における教育に関する研究への協力がなされ
    なければ、附属学校としての役割を果たしているとは言い難い。大学・学部側、附属学校側のいずれも附属学校
    は大学・学部の一部であるという認識を持ち、大学・学部が責任を持ってその在り方を考え、その方向性に沿っ
    て運営されていくことが必要である。
     ②附属学校が率先して進めている研究開発等の取り組みについても、多くは大学・学部の研究方針に基づ
    くものではなく、附属学校が独自の立場から取組んでいるものがほとんどである。附属学校における研究開発自
    体は大いに推進されるべきものであるが、それが大学・学部の関与がなく附属学校だけの方針によってなされて
    いる限りにおいては、附属学校としての目的からみて問題なしとはしない。
     ③「学部における教育に関する研究に協力」という目的が達成されるためには、大学・学部の教員の研究
    がより学校現場や子どもたちに目を向けたものとなることが不可欠である。そのような研究に取り組めば、研究
    を推進する場として自ずと附属学校が活用されてくるはずである。
     ④大学・学部の研究に附属学校が協力するという目的を達成していくためには、大学・学部や附属学校の



















    ①国立大学の附属学校である特性を活かし、大学・学部の持っ人的資源を活用しつつ、公立学校で実施す
   るものとは異なる先導的・実験的な取組を中長期的視点から実施し、関連する調査研究を推進する「拠点検」として、
   国の教育政策の推進に寄与すること、
    ②    地域の教育界との連携協力の下に、地域の教育のrモデル校」として、地域の教員の資質・能力の向上、


















































































    （3）  予算・人事の課題
 予算での最大の悩みは人材確保の予算の不足である。教員の絶対数の不足、給与や福利厚生面での公立
学校との格差、カウンセラーや司書教諭や栄養教諭の配置、特別支援要員の確保、さらには教員の長期研


















































   して学習支援・生活支援を行うことが大切であるが、今までは十分にそのようなサポート体制が構築できていなか
   った。気がかりな子どもたちも含めてすべての子どもたちへの学習支援・生活支援を行う体制を構築していくこと
   を本プロジェクトの目的とする。関連して、現在の入試体制及び12年間のカリキュラムの連続性についても必要な
   範囲で検討していく。
  2、幼一小連携、小一中連携の視点で考えると、各附属のテーマは幼稚園は「伝えあう ひびきあう」、小学校は「っ
   ながりあって育っ一学びのプロセスをさぐる一。、中学校は「学びを拓くくく探究するコミュニティ＞〉一子どもの学び
   を見取る一」である。それぞれのテーマを踏まえつつ、12年間のカリキュラムの連続性・継続性について検討する。











































































報告者     ・               一               一                  1c稚園1小学校1中学校1特別支援1大学
会場
国 語 松友 皆美（小），高橋（中）     一               一               一                  ．ｺ中  1   1畑   1笈田   1 1A
社会 淵本 名菓（小），森田（中） ■                 I                 一                    ．P池内，板垣1塚田  1北村，木下1 1B
数学 佐分利 安井（小），大正（中） 1              1              一                 ■ﾟ北澤  …柴田  ≡仲村，山岸，薬師1 1C
理科 伊佐 有馬（小），竹澤（中） …野尻，大崎≡永廣  ≡     ≡□               一               ・                  I 2A
音楽 吉村 森阪（幼），芝（中） 1岩田  1   1竹内，前田1I                                    一 2B
美術 笹原 稲津（小），政井（特） ■               ■               一                  1P    1吉田  1森田，前川，岡部1 2C
体育 木村 山口（幼），中島（小） I                 I                 ・                    一P藤木  1川上，山本1中村甘酒井，大坂・八木1 1A
ものづくり 奥野 奥村（中），天方（特） ・                 ．                 一                    一ﾟ    ≡    …荒木，一，柳澤≡石川 1B
食育 荒井 尾崎（小）、山内（特） 1浅野  1吉  川1岡本，北島1■               I               ■                  ． 1C
外国語 上野 島本（小）、遠藤（中） ≡    ≡上田  ≡松田，東出，都司≡伊達、大和■               ■               ■                  I 2A
保健 森 斉藤（小），奥出（特）     一               一               一ｺ中  1三橋  1竹内  1宇野   1 2B
総 合 八田 佐飛（幼），小林（特エ     一                 I                 l                    ．ﾑ1 1柳原1水野，前田，関1 2C









































    ①   国語分科会
  司会を担当した松友一雄氏（国語科教育）は次のようにリーフレットの議論をまとめている。
    リーフレットを基に、各参加者が自らの学校について語る時間を設けた。各学校の教育の特色や入試のあり方、教育内容や
   方法、使用している教材や教科書の話までかなりの時間が費やされたが、お互い日々どのような取り組みをしているのかという
   点などかなり深いところまで交流することができた。
    その中でも幼稚園から小学校へのつながり、小学校から中学校へのつながりに加えて、特別支援学校とそれぞれの学校の
   つながりと話が及び、これまで個々人のレベルで相互に行き来した経験や取り組みが相当数あることが明らかになってきた。話
   し合いは、その取り組みがなぜ立ち消えてしまったのかという点に及び、教員個人の負担増の問題や学習者相互の関係作り

























    ②   音楽分科会
  司会を担当した吉村治広氏（音楽科教育）はリーフレットの議論を次のように整理されている。
   4校園それぞれの教育の特徴を紹介していただいた。好きな場所でのびのびと自由に遊ぶことをメインに、それを「みんなの時
   間」で伝え合っている幼稚園、「学団活動」等の工夫を通して2学年単位での子どもの成長を促そうとする小学校、校訓「自主・
   協同」を目指し、ロングスパンの取り組みに意義を見出している中学校、12年の縦割り班活動等、生活を通した学びや繰り返
















    幼稚園では「友達との関わり」を研究テーマに設定し，具体的には子どもの発達段階を考慮して，幼児期の言語（言葉）によ
    らない視線，動作，触れ合いなどの非言語的なツールを用いたコミュニケーションを実践者が丁寧に看取ることを大事になさ
    っている，と報告していただいた。（中略）小学校では「校区がない」という特徴から「地域の教育力が期待できない」ため，生
    待の学びと友達との関係を保証し，それらを促すのに，学年団の関わりや教師の丁寧な働きかけが大きな役割を果たしてい
    ることが報告された。授業では特に「子どもたち自身で決めること」を大事にしながら，子どもたちが互恵的に自分の考えや
    意見を表明し，協働で問題を探求して行くことを課題に据えていらした。（中略）このような中学生の自律性の高さは，中学校
    の先生方が日々の授業の中で「子どもが自分で気づくようにする」思慮深い働きかけをしているためであり，同時に幼稚園，
    小学校の先生方が行ってきた丁寧なケアの賜物であるように思われた。そして，中学校では生徒たちの自律的な学びを確
    立しながら課題を協働で探求する授業づくりを目指しており，例えば総合学習では「学年プロジェクト」という3年間の長期的
    探求活動を行い，そこで生徒は社会とのつながりを学んでいくことを報告いただいた。特別支援学校の取り組みは（中略）12
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    年間一貫した子ども・生徒の学びを保証するという特徴から，小学部では「遊び」，中学部では「くらし」，高等部では「仕事」
    を研究・教育課題のテーマに設定しており，それぞれのテーマに沿った活動の中で子ども・生徒は「自分で，そして友人との
    協働を通して」知識や技術，友達との関係の取り方を「学び取っていく」ことを大事になさっている，と報告していただいた。
 以上の整理を踏まえて木村氏は附属の共通性として以下の4点を指摘された。
     第一は子ども・生徒の自律を保証し確立すること，第二は授業や遊びを通して子ども・生徒同士の協働・学び合う関係を
    つくること，第三は学年間のつながりを通して子ども・生徒の社会性を育むこと，第四は子ども・生徒の学びを学校の外の杜
















    4校園とも一人ひとりの子どもたちの成長を大事にしていること、異年齢での活動の場を積極的に位置づけていること等が出
   された。本分科会は4人の養護教諭の先生方がおられるので、附属学校園の2つのプロジェクトのうちの一つ（特別な支援を
   必要とする子どもたちへの支援プロジェクト）についても確認しあった。リーフレットには明記されていないが、様々な思いの子
   どもたちの精神的なケアも非常に大事になっているので、幼一小一中の12年間の子どもたちの成長を支えることがますます重
   要となっていることも確認しあった。
 小学校と特別支援学校の報告を受けて、附属の子どもたちの心と身体のケアを組織的に行っていく必要
性が確認され、分科会での議論は以下のように整理されている。
    今回の報告を受けて、もっと本格的に附属同士のつながり、連携を強く意識した研究会を開いていくことが重要ではないか
   と話し合った。とくに幼稚園一小学校一中学校の12年間の子どもたちの体と心の成長を学校としてどのようにサポートしていく
   のか、それに特別支援学校の先生方が支援していくのか。また特別支援学校では小学部一中学部一高等部の12年間の体と
   心の成長を跡付けていくことも重要であることも確認しあった口附属学校園における2つのプロジェクトのうち、特別な支援を必





















































































 会附属学校委員会 平成21年3月 70－71頁
（6）本論での引用は特に断らない限り以下の文献から。真数のみ本文に示す。拙稿（2009）「福井大学教育
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